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研究成果の概要（和文）：特定領域研究「細胞周期フロンティア──増殖と分化相関」（略称・細
胞増殖制御）では、細胞の増殖と分化のバランスの分子基盤について、細胞周期制御を鍵として
統合的に理解することを目指した。この目的を達成するために、本総括班では、領域班会議を毎
年１回開催して、班員間の情報交換と研究連携の場を構築した。さらに公開の国際会議の主催・
共催（合計 10 回）、領域ホームページの開設、邦文図書の刊行等により、領域の活動を発信した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：Our research area aims to attain integrated understanding, using the 
cell cycle control as a key, on the molecular balance that switches between cell proliferation 
and cell differentiation. For this purpose, we organized the group meeting consisted of whole 
members of the research area once a year to promote exchange of unpublished results and 
research collaboration. Activity of the research area was announced through organizing 10 
times of international conferences, maintaining homepage of our research area, and 
book-editing of our research field.  
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 6,500,000 0 6,500,000 
2008 年度 7,400,000 0 7,400,000 
2009 年度 12,000,000 0 12,000,000 
2010 年度 7,400,000 0 7,400,000 
2011 年度 12,000,000 0 12,000,000 
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１．研究開始当初の背景 
 特定領域研究「細胞周期フロンティア──
増殖と分化相関」（略称・細胞増殖制御）では、
細胞の増殖と分化のバランスの分子基盤につ

いて、細胞周期制御を鍵とした統合的な理解
を得ることを目指しており、それによって細
胞周期研究のフロンティアを創成しようとし
ている。こうした領域の目的を達成するため
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に、本総括班は設定された。 
 
２．研究の目的 
 本総括班は、領域の目的を達成するために、
有機的な研究連携の場を構築して組織的かつ
機動的に研究を推進・支援するとともに、公
開シンポジウムの開催等により領域の活動を
領域の内外に積極的に広報し、さらには評
価・助言担当者から意見を得て領域の運営に
反映させていくことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 本総括班は領域代表を研究代表者、計画班
の主要メンバー３名を分担者とした。さらに、
評価委員として当該分野の３名の研究者が、
研究協力者として総括班に参画した。これら
のメンバーの討議にもとづき、領域代表の主
導のもとに、領域全体を運営した。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 19 年度には、領域の発足にあたり、
計画班メンバーのみ（代表者 10 名と分担者６
名）で第１回領域班会議（10 月 29-30 日、東
工大）を開催した。それとともに、公開の国
際ワークショップ“Oocyte Maturation and 
the Cell Cycle”（３月５-７日、京都ガーデ
ンパレス）を開催して領域のスタートを周知
した。 
 
(2) 平成 20 年度には、公募班員 42 名を迎え
て領域としての体制が本格的に整った。第２
回領域班会議（９月 8-10 日、御殿場高原ホテ
ル）と、公開の国際シンポジウム“Cell 
Architecture and Cell Cycle”（２月 26-28
日、名古屋・ルブラ王山）を開催し、領域の
活動を発信した。 
 
(3) 平成 21 年度には、第３回領域班会議（９
月１-３日、ホテルアンビエント安曇野）を開
催し、中間評価（後述）に備えた。公開の国
際会議は二つ主催し、領域の活動を発信した。
一つは国際ミニワークショップ“Chromosome 
Segregation Machinery”（６月５日、癌研究
所）で、前日には、日本細胞生物学会大会（名
古屋）でシンポジウム“Mitotic Checkpoint 
and Chromosome Segregation”を共催した。
さらに、国際シンポジウム“Cell Cycle and 
Development”（３月 15-17 日、京都ガーデン
パレス）を開催した。 
 
(4) 平成 22 年度には、公募班員を刷新して
45 名を迎え、総勢 62 名の陣容で第 4回領域
班会議（7月 26-28 日、門司港ホテル）を開

催して、領域としての後半期に入った。さら
に、公開の国際会議を二つ主催し、領域の活
動を発信した。一つは国際シンポジウム“Cell 
Cycle and Cell Differentiation From A to Z”
（11 月４日-６日、名古屋・ルブラ王山）で、
そのサテライト会議として、国際ワークショ
ップ“Mitosis”（８日、癌研究所）も開催し
た。 
 
(5) 平成 23 年度当初には「最先端・次世代
研究開発支援プログラム」への採択により７
名が班員を辞退し、総勢 55 名の陣容で領域最
終年度を迎えた。第５回領域班会議(９月７-
９日、米子・大山ロイヤルホテル)を開催し、
領域の終了に備えた。さらに、公開の国際会
議を二つ主催した。一つは国際シンポジウム
“Cell Division”（６月 29 日-7 月１日、箱
根・ホテル大箱根）で、今日の細胞周期研究
の創設メンバーともいえる Tim Hunt と Jim 
Malller 両博士の引退記念も兼ねた。この両
博士については、前日に、日本細胞生物学会
大会（札幌）で Plenary Session“The Cell 
Cycle”を共催した。さらにサテライト国際会
議として“Mitosis”（７月４日、東工大）を、
東工大・生命理工学研究科 GCOE プログラム
「生命時空間ネットワーク」と共催した。 
 
(6) 領域内外の研究者に向けての情報発信
としては、上述の公開国際会議のほか、本特
定領域のホームページを開設・維持し、さら
に邦文図書を二冊［雑誌「細胞工学」2009 年
１月号での特集「細胞周期研究の新たなステ
ージ」と、単行本「細胞周期フロンティア」
（共立出版、2010 年）］刊行した。 
 
(7) 上記の諸活動により、班員間の連携が大
きく深まり、班員間の共同研究は各年度毎に
60 件を越えており、領域としての存在意義を
発揮した。 
 
(8) 総括班会議は、随時のメイル審議に加え
て毎年の領域班会議中（学術調査官と評価委
員も適宜出席）にも開催し、領域の運営につ
いて検討した。 
 
(9) 中間評価ヒアリングは、平成 21 年 10 月
２日と平成 22 年９月 28 日の二度受けた。い
ずれの場合も、評価結果は「Ａ：現行のまま
推進すればよい」（最高評点）であった。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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